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農
地
集
約
を
促
進 

 

政
府
は
、
耕
作
放
棄
地
や
点

在
す
る
農
地
の
集
約
を
加
速

す
る
方
針
だ
。
農
地
を
借
り

上
げ
、
意
欲
あ
る
生
産
者
に

貸
す
「農
地
中
間
管
理
機
構

（農
地
バ
ン
ク
）」の
活
用
を
後

押
し
す
る
。
農
地
を
貸
し
た
農

家
の
固
定
資
産
税
を
ゼ
ロ
に
引

き
下
げ
る
一
方
、
耕
作
放
棄

地
は
増
税
す
る
税
制
改
正
を

検
討
す
る
。
農
地
を
貸
し
出
し

た
地
域
や
個
人
への
支
援
金
の

増
税
な
ど
と
合
わ
せ
、
農
地
の

大
規
模
化
を
進
め
、
農
業
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
。 

耕作放棄地の固定資産税は２～３倍に！！ 

引
き
上
げ
て
農
地
バ
ン
ク
への
貸
し
出
し
を

促
す
。
農
林
水
産
省
が
２
０
１
５
年
度
の

税
制
改
正
要
望
に
、
農
地
バ
ン
ク
の
利
用

増
を
目
指
す
方
向
を
盛
り
込
ん
で
い
た
。

放
棄
地
の
課
税
強
化
を
要
望
す
る
の
は

初
め
て
。
農
地
や
宅
地
は
利
用
状
況
に
か

か
わ
ら
ず
、
原
則
と
し
て
評
価
額
の
１
．

４
％
の
固
定
資
産
税
が
か
か
る
。
農
地
は

農
業
用
に
利
用
目
的
が
限
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
宅
地
な
ど
に
比
べ
て
評
価
の
基

準
に
な
る
売
買
価
格
が
低
く
、
固
定
資

産
税
も
低
い
。
た
と
え
ば
10
㌃
（１
０
０
０

平
方
㍍
）当
た
り
の
固
定
資
産
税
は
年
間

で
１
０
０
０
円
だ
が
、
宅
地
な
ら
18
万
円

程
度
か
か
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
放
棄
地
を

10
㌃
当
た
り
２
０
０
０
～
３
０
０
０
円
程

度
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
検
討
す
る
。
農

水
省
に
よ
れ
ば
、
固
定
資
産
税
を
２
倍
に

す
る
と
15
億
円
程
度
の
増
税
に
な
る
。
３

倍
な
ら
30
億
円
だ
。
そ
の
ほ
か
、
農
地
バ
ン

ク
を
軌
道
に
乗
せ
る
た
め
に
、
政
府
は
農

地
を
貸
し
出
し
た
地
域
や
個
人
に
支
援

金
を
出
す
制
度
を
作
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

農
地
を
10
年
以
上
貸
し
出
す
約
束
を
し

た
農
家
に
は
、
年
間
最
大
70
万
円
を
協

力
金
と
し
て
支
払
う
。
所
有
す
る
農
地

を
整
え
て
農
地
バ
ン
ク
に
貸
し
出
し
、
大

規
模
化
に
貢
献
す
れ
ば
交
付
金
を
増
額

す
る
措
置
も
あ
る
。
農
水
省
は
15
年
度

予
算
の
概
算
要
求
で
、
農
地
バ
ン
ク
関
連

予
算
を
14
年
度
の
約
１
・９
倍
の
５
７
６
億

円
計
上
し
、
利
用
加
速
を
促
す
構
え
を

示
し
て
い
る
。 

 

全
国
の
耕
作
放
棄
地
は
、
滋
賀
県
の
面

積
に
相
当
す
る
約
40
㌶
あ
る
。
そ
の
多
く

は
農
地
を
相
続
し
た
も
の
の
、
会
社
勤
め

な
ど
で
耕
作
し
て
い
な
い
「土
地
持
ち
非

農
家
」の
保
有
部
分
と
み
ら
れ
る
。
農
地

を
放
置
し
て
い
て
も
年
間
の
保
有
コ
ス
ト

が
非
常
に
低
い
こ
と
か
ら
、
商
業
施
設
や

道
路
への
転
用
に
よ
る
値
上
が
り
を
期
待

し
て
持
ち
続
け
る
ケ
ー
ス
が
目
立
つ
と
さ

れ
る
。
一
方
、
農
地
バ
ン
ク
に
は
【農
地
を

借
り
た
い
】と
い
う
要
望
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
兵
庫
県
で
は
10
年
間
の
貸
し

出
し
目
標
面
積
の
う
ち
、
す
で
に
３
割
を

超
え
る
借
り
て
希
望
が
あ
っ
た
。
宮
城
県

で
は
今
年
度
の
貸
し
出
し
目
標
の
数
倍
の

借
り
て
希
望
者
が
現
れ
た
と
い
う
。 

 

貸し出しで免税・支援金 

                  

山
内 

典
貴 

委
員 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（饒
波
在
住
） 

  

津
波
地
区
の
担
当
す
る
事
に
な
り
ま

し
た
山
内
で
す
。
担
当
地
区
の
農
家
台

帳
、
農
地
台
帳
の
調
査
を
重
点
に
取

り
組
み
、
地
区
の
基
礎
デ
ー
タ
を
作
り

理
解
す
る
事
か
ら
始
め
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

 

農
地
の
確
保
や
有
効
利
用
を
図
る
た

め
に
勉
強
会
や
地
域
と
の
取
り
組
み

に
参
加
し
、
大
宜
味
村
の
農
業
の
発
展

の
為
、
頑
張
り
ま
す
。 

農
業
経
営
基
盤
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的
な

構
想
の
改
訂 

そ
れ
に
伴
う
各
種
補
助
事
業
の
方
向
性
に
つ
い
て 

  

平
成
25
年
12
月
13
日
に
改
正
さ
れ
た
農
業
経
営
基
盤
強

化
促
進
法
に
よ
っ
て
今
年
の
10
月
か
ら
様
々
な
制
度
が
変

更
に
な
り
ま
し
た
。 

①
村
の
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
の
促
進
に
関
す
る
基
本
的

な
構
想
の
変
更 

新
た
に
農
業
経
営
を
営
も
う
と
す
る
青
年
等
の
労
働
時

間
・農
業
取
得
に
関
す
る
数
値
目
標
が
設
定
さ
れ
１
人
当

た
り
年
間
農
業
取
得
１
７
０
万
円
以
上
を
目
標
と
し
、
年

間
総
労
働
時
間
は
１
２
０
０
時
間
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

（青
年
等
と
は
原
則
と
し
て
45
歳
未
満
で
５
年
以
内
の
新
規

就
農
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
） 

②
新
規
就
農
認
定
の
認
定
主
体
の
変
更 

新
規
就
農
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
村
長
に
認
定
の

申
請
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
申
請
時
の
経
営
に
関
す

る
５
年
後
の
目
標
は
前
述
の
①
の
数
値
目
標
を
設
定
し
、
実

効
性
が
認
め
ら
れ
る
と
村
長
か
ら
認
定
を
受
け
る
事
が
出

来
ま
す
。
原
則
と
し
て
５
年
以
内
の
新
規
就
農
で
45
歳
以

内
の
方
が
申
請
す
る
事
が
出
来
ま
す
。 

③
特
別
融
資
制
度
推
進
会
議
設
置
要
領
の
変
更 

新
規
就
農
認
定
を
受
け
た
青
年
農
業
者
が
就
農
資
金
を
借

り
る
際
の
協
議
の
あ
り
方
を
新
設
し
ま
し
た
。 

 

④
各
種
補
助
事
業
の
方
向

性 来
年
度
か
ら
の
青
年
就
農

給
付
金
お
よ
び
一
貫
支
援

事
業
（初
期
投
資
支
援
）の

対
象
者
の
要
件
と
し
て
新

規
就
農
認
定
の
取
得
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
今
後
、
新

規
就
農
関
係
の
補
助
事
業

の
希
望
者
の
方
は
新
規
就

農
認
定
申
請
の
手
続
き
を

行
う
よ
う
に
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

お
問
い
合
わ
せ 

 

役
場
産
業
振
興
課 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

農
政
係 

０
９
８
０
ー
４
４
ー
３
２
３
２ 

共
済
組
合
推
薦 

農
業
委
員
が
決
ま
り
ま
し
た
。 

農
地
バ
ン
ク
（46
道
府
県
に
設

置
） 

意
欲
あ
る
生
産
者 

貸
し
出

す
と
固

定
資
産

税
は
ゼ

ロ
に 

放
置
す

る
と
固

定
資
産

税
を
2

～
３
倍

に 

整
備
し

て
貸
し

出
し 

平
成
26
年
度 

 

15
期
農
業
委
員
会
長
就
任
挨
拶 

 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

前
田 

貞
夫 

  

今
回
、
第
15
期
農
業
委
員
の
会

長
と
い
う
大
役
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
前
田
で
す
。 

農
業
委
員
は
「農
地
の
番
人
」と
し

て
45
年
余
り
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の

実
施
等
、
農
地
法
に
基
づ
き
農
地

を
守
る
活
動
に
努
め
て
ま
い
り
ま

し
た
。 

 

し
か
し
、
大
宜
味
村
の
農
地
は
不

在
地
主
、
耕
作
放
棄
地
化
し
た
農

地
、
生
産
力
の
弱
い
狭
農
地
が
多

く
、
そ
の
為
、
農
地
が
流
動
化
せ
ず

農
業
者
へ集
積
が
図
れ
な
い
状
況
が

あ
り
、
そ
の
多
く
が
祖
先
か
ら
受

け
継
い
だ
土
地
と
し
て
貸
す
こ
と

も
売
る
こ
と
も
無
く
、
相
続
す
る
こ

と
も
な
い
農
地
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。 

 

耕
作
放
棄
地
の
解
消
と
、
農
地

集
積
に
向
け
課
題
解
決
を
図
り
、

農
家
の
育
成
を
第
１
と
し
、
地
域
の

方
々
と
話
し
合
い
、
地
域
づ
く
り
、

農
業
振
興
に
努
め
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。 

 

農
家
の
身
近
な
相
談
役
と
し
て

農
業
委
員
と
一
緒
に
頑
張
る
所
存

で
す
。  

今
後
と
も
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。 

農地 

放棄地 

放棄地 

 

対
策
の
目
玉
は
固
定
資
産

税
の
活
用
だ
。
農
地
バ
ン
ク
に

貸
せ
ば
固
定
資
産
税
は
ゼ
ロ

に
す
る
一
方
耕
作
放
棄
地
の

固
定
資
産
税
は
２
～
３
倍
に 

 
 

 

喜
如
嘉
・大
福
原
の
地
権
者
及
び 

 
 

 
 

 

耕
作
者
の
皆
様
へ 

   
 

大
宜
味
村
農
業
委
員
会
で
は
、
農

地
の
さ
ら
な
る
有
効
活
用
を
め
ざ
す

「農
地
利
用
会
議
」を
開
催
し
ま
す
。 

 

今
回
は
、
喜
如
嘉
・大
福
原
地
域
に

農
地
の
あ
る
地
権
者
と
耕
作
者
の
皆

様
に
参
加
を
呼
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
よ
り
会
議
の
通
知
案
内

が
届
い
た
皆
様
は
、
ご
参
加
下
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

喜
如
嘉
在
住
の
村
民
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
農
業
振
興
に
つ
い
て
興
味
関
心

の
あ
る
方
は
、
農
業
委
員
会
に
お
問
い

合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
下
さ
い
。 

日
時 

平
成
26
年
11
月
10
日
（月
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

午
後
１
時
半
～ 

場
所 

大
宜
味
村
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー 

《日本経済新聞（９月１０日発行）》 
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沖縄タイムス平成26年10月28日朝刊掲載

平成26年度１5期第2回執行部会 
 H26.10.17(金) 

総会で議題となる申請書を審査します。   

H２６年度１５期第２回総会   

H２６．１０．２４（金） 

農地各種申請を１件１件審議します。 

農地として有効活用してくれるのか？農家の

利益に繋がるか真剣に話しあわれます。 

平成26年１5期第2回総会 

大保土地改良区内農道の排水路の工事 
 
 

農家から「大雨時に排水路から水が溢れてしまい、農道や畑が水没

する。」という依頼が担当農業委員にありました。 

産業振興課との協議の結果、即対応し、農道が整備されました。 

依頼した農家さんは、「早急に対応してくれたのでとても助かりました。

今後は排水路に貯まる落ち葉等は自分達で取り除き維持が出来そ

うです。」との事でした。 
 

蕎麦検定が行われまし

た。 

 
去る１０月１７日（金）に蕎麦検

定が行われました。 

大宜味村の蕎麦生産者は３

農家です。 

検定は１等級から３等級の評

価が有り、今回、２等級を出す

事ができ、初めての検定でし

たが、まずまずの出来です。 

今後の意欲につながります。 

    【農家の声】を村の農業施策へ！！ 

 

村
農
業
委
員
会
は
９
月
25
日
、
役
場
第

２
会
議
室
に
お
い
て
「農
業
者
と
農
業
委

員
の
意
見
交
換
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

10
月
24
日
、
宮
城 

功
光
村
長
へ９
項

目
を
『農
家
の
声
』と
し
て
前
田 

貞
夫
会

長
が
提
出
し
ま
し
た
。 

 

『農
家
の
声
』と
し
て
の
建
議
・要
望
書

は
平
成
27
年
度
農
業
施
策
へ反
映
さ
れ
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 
 

 

要 

望 

事 

項 

①
三
村
広
域
で
の
鳥
獣
害
対

策
の
強
化
に
つ
い
て 

②
自
然
災
害
対
策
の
為
の
ハ
ウ

ス
（強
化
ハ
ウ
ス
・平
張
ハ
ウ
ス
）

支
援
事
業
の
促
進
に
つ
い
て 

③
畑
か
ん
の
整
備
に
つ
い
て 

④
６
次
産
業
化
等
を
見
込
ん

だ
村
の
販
売
戦
力
と
し
て
の
販

路
拡
大
に
つ
い
て 

⑤
シ
ー
ク
ヮ
ー
サ
ー
の
安
定
生

産
に
む
け
て 

⑥
土
地
改
良
区
の
再
整
備
に
つ

い
て 

⑦
田
嘉
里
地
区
農
道
の
整
備 

⑧
就
農
者
住
宅
対
策 

⑨
江
洲
地
区
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
ア
ン
テ
ナ
設
置
お
願
い 

 

 新任者研修に参加しました！ 
 
今回、新しく農業委員になった米須 

章委員、山内 典貴委員、平良 哲

委員３人が農業委員新任研修会に

参加しました。 
農地法や農業委員会法、農業委員・

農業委員会の役割等を勉強しました。 

 
新任研修を終えた三人は、『農業委
員が果たす役割の重要性を知り、資
質向上と円滑な業務推進を目指し頑
張ります。』と意欲ある回答でした。 

解決！！ 

施行前 施工後 

新規参入農家は経営につ

いて委員へ説明します。 


